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�広報あち 平成２６年１月号

熊谷　佳世 橋本弥重子

氏　　　名担　当　地　区

倉　田　毎　子七久里・知久保

佐　藤　和　子竪町・下西

小　野　恭　志
中関上・中関下・中関団地

熊　谷　美知世

林　　　あつ子砂田・馬場

岡　庭　久美江木戸脇・伝馬町

○熊　谷　佳　子　下町・栄町

岡　庭　節　子上町・市の沢・大橋・曽山

田　中　文　子古料・下郷・上郷

園　原　純　子洞・日の入・原の平

石　原　しげ子大鹿・青見平・寺尾

木　下　幸　子西栗矢・東栗矢

橋　本　弥重子丸山・備中原

氏　　　名担　当　地　区

原　　　文　典大野・中野・奥藤

熊　谷　佳　世大沢・中平・伏谷

水　上　千恵子下平・昼神

熊　谷　智惠子戸沢・中央

渋　谷　梅　代濃間・園原・横川

◎佐々木　重　義　恩田・荒谷

山　口　美智子宮の原・宮本・中下町・上町・治部坂

後　藤　千　惠上半堀・下半堀

櫻　井　成　人下清１

櫻　井　明　美下清２

原　　　堀　夫上清１・上清２

酒　井　礼　子
主任児童委員

櫻　井　美津惠

阿智村民生児童委員名簿　　 （敬称略、 ◎会長　○副会長）

　

昨
年
十
一
月
末
で
民
生
児
童
委
員
の
任

期
が
終
了
し
、
十
二
月
よ
り
新
任
期
の
民

生
児
童
委
員
が
厚
生
労
働
大
臣
よ
り
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。（
任
期
は
三
年
間
）

　

民
生
児
童
委
員
は
「
社
会
福
祉
の
精
神

を
も
っ
て
、
常
に
住
民
の
立
場
に
立
っ
て

相
談
に
応
じ
、
必
要
な
援
助
を
行
い
、
社

会
福
祉
の
増
進
に
努
め
る
」
こ
と
を
職
務

と
し
、
子
育
て
家
庭
か
ら
高
齢
者
の
方
ま

で
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
を

つ
く
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
と
こ

ろ
で
様
々
な
相
談
・
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
は
相
談
を

・
生
活
困
窮
に
関
す
る
相
談

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
す
る
相
談

・
保
育
所
入
所
な
ど
に
関
す
る
相
談

・
児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談

・
そ
の
他
、
地
域
福
祉
の
こ
と
な
ど

�
�
�
�
�
�
�

　

民
生
課
福
祉
係

　

�
四
三－

二
二
二
〇
（
内
線
二
四
二
）

林　あつ子 小野　恭志
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　第２０回阿智村村政功労者表彰式典が平成２５年１１月９日、阿智村コミュニティ館ホールにおいて

行われ、それぞれのお立場で本村の発展と住民福祉の向上のためにご尽力いただいた皆様方が表

彰されました。

阿智村政功労者のみなさん
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特別表彰状贈呈
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表彰状贈呈
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村
で
は
名
誉
村
民
で
あ
る
故
熊
谷
元
一
さ
ん
の
功
績
を
顕
彰
し
現
在
に
活
か
し
て

未
来
へ
発
展
さ
せ
よ
う
と
、『
家
族
』
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
第
十
六
回
熊
谷
元
一
写
真

賞
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
も
、
熊
谷
元
一
さ
ん
の
「
農
村
記
録
写
真
」
精
神
に
ひ
か
れ
た
、
全
国
か
ら

(
)

三
百
五
人
の
方
か
ら
八
百
四
十
五
点
の
応
募
が
あ
り
、
十
一
月
九
日 
土 　

阿
智
村

(
)

観
光
セ
ン
タ
ー 
熊
谷
元
一
写
真
童
画
館 
に
お
い
て
、
入
選
作
品
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
か
ら
新
た
に
審
査
員
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
写
真
評
論

家
飯
沢
耕
太
郎
先
生
の
記
念
講
演
「
熊
谷
元
一
写
真
の
世
界
」
も
開
催
し
ま
し
た
。

　

阿
智
村
で
は
、
平
成
八
年
六
月
、
農

村
記
録
写
真
を
通
じ
て
心
豊
か
な
生
活

文
化
の
創
造
に
役
立
て
る
た
め
、「
農

村
記
録
写
真
の
村
」宣
言
を
し
て
い
ま

す
。
芸
術
作
品
で
は
な
い
民
衆
の
生
活

を
撮
り
記
録
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
、平
成
十
年
よ
り
こ
の
コ
ン
ク
ー

ル
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、十
六
回
目
と

な
る
今
回
も
全
国
か
ら
力
作
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

〈
審
査
員
講
評
〉

　

応
募
点
数
は
、過
去
三
番
目
を
記
録

し
た
前
回
よ
り
や
や
減
り
ま
し
た
が
、

全
国
か
ら
八
百
四
十
五
点
の
力
作
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

被
写
体
と
し
て
身
近
な
家
族
を
、七

五
三
や
お
節
句
、
お
誕
生
日
、
還
暦
、

結
婚
式
な
ど
の
祝
い
事
、
農
作
業
、
お

祭
り
と
日
常
生
活
の
中
で
捉
え
た
作
品

が
多
数
を
占
め
ま
し
た
。
親
子
、お
年

寄
り
と
孫
、
子
ど
も
同
士
、
夫
婦
、
一

家
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
の
家
族
の

シ
ョ
ッ
ト
が
あ
り
楽
し
く
審
査
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

上
位
に
は
、家
族
が
持
つ
絆
や
愛
情

が
感
じ
取
れ
る
作
品
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
高
齢
化
す
る
現
代
社
会
の
中
で
、

介
護
者
を
抱
え
な
が
ら
も
元
気
に
暮
ら

す
一
家
を
捉
え
た
社
会
時
評
的
な
視
点

の
作
品
。
ま
た
、被
写
体
の
肖
像
権
や

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
問
題
視
さ
れ
る
昨
今
、

他
人
で
は
踏
み
込
め
な
い
場
所
で
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
押
し
た
「
家
族
」
な
ら
で
は
の

作
品
も
審
査
員
の
目
を
引
き
ま
し
た
。

　

村
内
を
撮
影
し
た「
阿
智
村
内
撮
影

部
門
」
は
、
残
雪
の
山
岳
作
品
が
新
鮮

で
し
た
が
、全
体
に
や
や
マ
ン
ネ
リ
化

傾
向
と
感
じ
ま
し
た
。
中
で
も
、華
や
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か
な
ハ
ナ
モ
モ
を
題
材
に
し
た
作
品
が

ど
っ
と
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、ほ
と
ん

ど
類
似
。
何
年
来
、多
く
の
人
が
狙
っ

て
き
た
被
写
体
だ
け
に
、一
歩
抜
き
出

る
工
夫
が
必
要
で
す
。
同
時
に
、も
っ

と
村
内
の
ほ
か
の
素
材
に
も
目
を
向
け

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
、四
季

折
々
の
中
に
生
き
る
村
民
の
暮
ら
し
や

行
事
、表
情
を
記
録
し
た
元
一
先
生
が

残
さ
れ
た
写
真
の
よ
う
に
�
人
く
さ

い
�作
品
が
も
っ
と
多
く
出
て
く
る
こ

と
を
切
望
し
ま
す
。

【
次
回
テ
ー
マ　
「
感
動
」】

　

次
回
、第
十
七
回（
平
成
二
十
六
年
）

の
テ
ー
マ
は
、「
感
動
」
に
決
定
し
ま

し
た
。

【
趣
旨
】

　
「
感
動
」と
は
人
が
も
の
に
感
じ
て
、

心
を
動
か
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
尻
を
は

し
ょ
っ
て
親
と
一
緒
に
田
植
え
を
す
る
、

顔
中
泥
だ
ら
け
の
男
の
子
。
鼻
緒
の
切

れ
た
下
駄
を
下
げ
て
野
道
を
帰
る
小
学

生
。
熊
谷
元
一
先
生
の
写
真
に
は
見
る

者
の
心
を
揺
さ
ぶ
る
感
動
が
あ
り
ま

す
。
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
広

が
り
ま
す
。

　

辛
い
、
悲
し
い
事
の
多
い
時
代
で

す
。
し
か
し
、そ
ん
な
世
に
も
深
い
感

動
は
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
を
見
つ
け
て
、切
り
取
っ
て
く

だ
さ
い
。
人
の
世
で
本
当
に
尊
い
も
の

は
何
か
、
何
が
豊
か
な
の
か
を
、
見
る

者
に
問
い
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
金
メ
ダ
ル

や
「
一
本
松
」
の
感
動
で
な
く
て
も
よ

い
の
で
す
。
も
っ
と
身
近
な
、さ
さ
や

か
な
、し
か
し「
か
け
が
え
の
な
い
、
深

1

い
感
動
」の 

枚
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

�������	
�����
� � � ��������	
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第16回熊谷元一写真賞コンクール・テーマ「家族」受賞者名簿
��������	��
����		�������������

ご住所お名前作　品　名受賞名区分

長野県岡谷市内山　善登絆元一写真大賞

一　
　
　

般　
　
　

の　
　

部

テ　
　
　

ー　
　
　

マ　
　
　

部　
　

門

福岡県福岡市鹿島　和生農作業に励む老夫婦阿 智 村 賞

秋田県美郷町坂本　宏之夕食信 毎 賞

大阪府岸和田市溝端　　均おにごっこJAみなみ信州賞

長野県佐久市小泉　正樹お婆ちゃんだいじょうぶ？
優 良 賞

長野県飯田市島岡　章一国境を越えた愛の絆

滋賀県大津市西田　叔弘もっと笑って

佳　 作

長野県須坂市丸山美奈子後継者

福島県いわき市 木志津夫ママ大好き

長野県下諏訪町河合　　建手づくりのまつり

大阪府門真市松本　末子祝いの日

新潟県新潟市太田　誠二家族の祝福を受けて

東京都足立区坂本　義治楽しい思い出に（組）

埼玉県所沢市盛　裕二朗別れの時

群馬県館林市松本　幸市流し雛

大阪府堺市保居佐和美すこやかに

熊本県荒尾市右田　哲也絆（きずな）

飯田信用金庫賞

高
校
生
以
下
の
部

香川県丸亀市山田　　凌絆

滋賀県大津市中川あかり大好きな祖父の誕生日

長野県喬木村畑中　龍一おばぁちゃん撮るよ～

大阪府大阪市内沼　莉那大好き

長野県飯田市北村　正男遠い昔を偲んで

阿智村輝き賞

阿
智
村
内
撮
影
部
門

長野県飯田市松島　信雄春山トレッキング

長野県飯田市宮島　順子季節の移ろい－駒つなぎの桜（組）

長野県飯田市秋山優美子おーおい昼神だよォ

長野県飯田市小木曽義雄路地の昼下がり

長野県阿智村矢澤　正之盆灯

愛知県岡崎市吉田利依子Color  in  阿智

岐阜県中津川市青木　孝義桜に舞う（組）

愛知県半田市榊原　史子山里の初雪

長野県阿智村中島　馗允ドロリンピック（組）
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学
力
調
査
に
つ
い
て

�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

○
小
学
校
６
年

　

村
内
５
校　
　

人　

国
語
・
算
数

７１

○
中
学
校
３
年

　

村
内
１
校　
　

人　

国
語
・
数
学

７６

�
�
�
�
�
�

○
Ａ
問
題

　

基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
が
身

に
つ
い
て
い
る
か
を
み
る
問
題

○
Ｂ
問
題

　

基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
を
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
み
る
問
題

�
�
�
�
�
�
�

（
９
ペ
ー
ジ　

表
１
参
照
）

・
小
学
生
は
、
国
語
算
数
と
も
に
基
礎
知

識
の
定
着
状
況
は
良
い
が
、
活
用
す
る

力
が
弱
い
。
特
に
国
語
で
は
「
話
す
・

聞
く
」「
読
む
」
領
域
で
、
算
数
で
は

「
数
量
関
係
」
の
領
域
で
こ
の
傾
向
が

み
ら
れ
ま
す
。「
書
く
」
領
域
は
Ａ
Ｂ

問
題
と
も
に
、
全
国
平
均
の
正
答
率
を

や
や
下
回
っ
て
い
ま
す
。

・
中
学
生
の
国
語
は
、
Ａ
問
題
で
は
正
答

率
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
、
人
数
が
増

え
る
右
上
が
り
の
分
布
で
あ
り
、
多
く

の
子
は
基
礎
・
基
本
を
身
に
つ
け
て
い

る
と
い
え
ま
す
。
Ｂ
問
題
で
は
、
学
力

の
高
い
層
が
少
な
く
な
り
、
正
答
率
の

分
布
が
平
原
状
で
す
。

・
中
学
生
の
数
学
で
は
Ａ
問
題
で
や
や

「
二
極
化
」
の
傾
向
が
見
ら
れ
、
一
次
関

数
の
基
礎
的
・
基
本
的
な
事
項
の
理
解

が
不
十
分
な
生
徒
が
い
ま
す
。
Ｂ
問
題

で
は
、
国
語
Ａ
と
は
逆
に
、
学
力
の
高

い
層
が
薄
く
、不
十
分
な
層
が
厚
く
な
っ

て
い
ま
す
。

(

・
中
学
生
は
、
記
述
式
の
問
題 
設
問
数

合
計　

）
の
正
答
率
が
全
国
平
均
と
大

１０

き
く
開
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
無
解
答

率
が
国
語
数
学
と
も
全
国
よ
り
高
い
割

合
で
す
。

・
小
中
学
生
と
も
、
自
分
が
考
え
解
決
し

て
き
た
過
程
を
、
語
句
や
表
現
に
注
意

し
な
が
ら
、筋
道
立
て
て
説
明
し
た
り
、

記
述
し
発
表
す
る
力
を
つ
け
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

・
学
習
時
間
を
増
や
し
て
、
じ
っ
く
り
と

取
り
組
む
態
度
が
必
要
で
す
。

学
習
状
況（
生
活
習
慣
）調
査
に
つ
い
て

　

本
年
度
の
調
査
は
、
小
中
学
校
各
３
パ

タ
ー
ン
の
冊
子
で
行
わ
れ
、
各
学
校
で
は

割
り
振
ら
れ
た
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
全
小
中
学
校
に
共
通
す
る
項
目
に

つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

○
全
国
平
均
と
比
べ
マ
イ
ナ
ス
面
で
大
き

な
開
き
の
あ
る
項
目

（
９
ペ
ー
ジ　

表
２
参
照
）

○
全
国
平
均
と
比
べ
プ
ラ
ス
面
で
大
き
な

開
き
の
あ
る
項
目

（
９
ペ
ー
ジ　

表
３
参
照
）

○　

年
度
全
国
調
査
と
の
比
較

２１（
９
ペ
ー
ジ　

表
４
参
照
）

【
成
果
】

・「
あ
ち
っ
子
ラ
イ
フ
」事
業
で
規
則
正
し

い
生
活
習
慣
の
児
童
生
徒
が
増
え
て
き

た
こ
と
。
特
に
中
学
生
に
お
い
て
改
善

が
み
ら
れ
る
こ
と
。

・
地
域
と
の
か
か
わ
り
が
多
く
、
地
域
の

出
来
事
に
関
心
を
持
つ
児
童
生
徒
が
多

く
い
る
こ
と
。

【
課
題
】

・
帰
宅
後
の
時
間
の
使
い
方
を
見
つ
め
直

し
て
、
家
庭
学
習
の
時
間
を
増
や
し
、

宿
題
だ
け
で
な
く 
計
画
的
な
予
習
や
復

習
等
を
身
に
つ
け
た
い
。

・
達
成
感
、
成
就
感
を
感
得
で
き
る
生
活

体
験
や
学
習
経
験
を
積
み
重
ね
、
自
己

肯
定
感
や
自
尊
感
情
を
持
た
せ
た
い
。

・
学
ぶ
喜
び
や
学
ぶ
楽
し
さ
を
感
じ
取
り

な
が
ら
学
習
へ
の
関
心
、
意
欲
を
高
め

た
い
。

・
規
範
意
識
や
人
権
感
覚
を
高
め
た
い
。

　

今
年
度
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
は
、
平
成
二
十
一
年
度
以
来
四
年
ぶ
り
に
全

国
全
て
の
小
中
学
校
を
対
象
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
力
調
査
に
お
け
る
正
答
率
は
、本
村
小
学
六
年
生
は
全
国
平
均
と
ほ
ぼ
同
等
と
み

て
い
ま
す
が
、中
学
三
年
生
は
修
学
旅
行
直
後
が
調
査
日
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り

全
国
平
均
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

結
果
の
公
表
に
つ
い
て
、
国
は
学
校
ご
と
の
公
表
を
認
め
る
方
向
を
示
し
ま
し
た

が
、
阿
智
村
教
育
委
員
会
で
は
学
力
調
査
の
結
果
の
公
表
に
つ
い
て
、
小
規
模
の
小
学

校
で
の
数
値
は
比
較
デ
ー
タ
と
し
て
の
意
味
を
持
た
な
い
、ま
た
公
表
に
よ
り
個
人
が

特
定
さ
れ
た
り
学
校
や
地
域
の
序
列
化
に
繋
が
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
の

た
め
、
今
ま
で
ど
お
り
全
村
の
平
均
値
と
全
国
平
均
と
を
比
較
し
て
、
高
い
か
低
い
か

を
言
葉
で
表
現
す
る
こ
と
に
よ
る
公
表
を
し
て
い
く
考
え
で
す
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中　　学　　校小　　学　　校

国語A（設問数３２）　　　全国平均を下回る。国語A（設問数１８）　　　全国平均をわずかに下回る。

国語B（設問数９）　　　全国平均を下回る。国語B（設問数１０）　　　全国平均をやや下回る。

数学A（設問数３６）　　　全国平均を下回る。算数A（設問数１９）　　　全国平均とほぼ同じ。

数学B（設問数１６）　　　全国平均を下回る。算数B（設問数１３）　　　全国平均をやや下回る。

○【表1】結果の概要

○【表2】全国平均と比べマイナス面で大きな開きのある項目　（　）内は全国平均と比べてマイナスのポイント

・国語の勉強は大切だと思う（小１８．０P）

国語（9設問）
１　学習に対する
　　関心・意欲・
　　態度

・国語の授業の内容はよく分かる（小１６．４P）

・国語の授業で文章を読むとき、段落や話のまとまりごとに内容を理解しながら読んでいる（小１６．０P）

・解答を文章で書く問題について，最後まで努力しましたか（中１７．７P）
算数・数学
（10設問）

・算数の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つと思う（小１６．９P）

・算数の授業の内容はよく分かる（小１５．６P・中１２．０P）

・解き方が分からないときは、あきらめずにいろいろな方法を考える（小１１．７P）
２　学習状況（5設問）

・普段（月～金曜日），１日当たり1時間以上学習する（小２５．２P）

・読書は好きだ（小１９．６P）３　家庭学習（10設問）

・学校に行くのは楽しい（小１９．７P）４　学校生活（2設問）

・携帯やスマートフォンの使い方について、家の人との約束を守っている（小１６．８P・中１０．５P）５　基本的生活習慣（14設問）

・自分には，よいところがある。（小２０．４P・中１０．２P）

６　将来・自尊・規範意識（8設問）
・ものごとを最後までやり遂げて，うれしかったことがある（小１８．９P）

・人の気持ちが分かる人間になりたい（小１８．８P）

・将来の夢や目標を持っている（小１８．６P）

○【表3】全国平均と比べプラス面で大きな開きのある項目　（　）内は全国平均と比べてプラスのポイント

・今住んでいる地域の行事に参加している（小＋１６．３P・中+２８．０P）
７　地域とのかかわり・社会に関
　　する関心（3設問）

・普段6時30分前に起きる（小+２１．９P・中+３２．７P）

８　基本的生活習慣（14設問）
・家の人と普段（月～金曜日），夕食を一緒に食べていますか（中+１９．３P）

・普段（月～金曜日），９時～10時に寝る（小+１０．２P）

・普段（月～金曜日），１０時～11時に寝る（中＋９．２P）

○【表4】21年度全国調査との比較

中　　学　　校小　　学　　校

〈家庭生活・家庭学習〉
・朝食を毎日食べてくる
・休日、2時間以上勉強する 
〈将来に向けて〉
・難しいことでも、失敗を恐れずに挑戦する
・人の気持ちが分かる人間になりたい
・自分には良いところがある

〈家庭生活・家庭学習〉
・普段、授業時間以外に1時間以上勉強する
・休日、2時間以上勉強する
・普段、一日にテレビビデオを4時間以上見る
〈将来に向けて〉
・難しいことでも、失敗を恐れずに挑戦する
・人の役に立つ人間になりたい
・将来の夢や目標を持っている

改善されている項目

〈将来に向けて〉
・人の役に立つ人間になりたい
・いじめはどんなことがあってもいけないことだ 
〈学校生活〉
・学校のきまりを守っている

〈家庭生活・家庭学習〉
・家で学校の宿題をしている
〈将来に向けて〉
・自分には良いところがある
・人の気持ちが分かる人間になりたい
〈学校生活〉
・学校のきまりを守っている

今後の課題と思われる
項目
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村の人事行政運営等の状況村の人事行政運営等の状況
　「阿智村人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、人事行政運営等の公平性や透明性を高めるた

めに、職員の給与・勤務条件などの状況を公表します。

1　職員の任免及び職員数に関する状況

�職員の任免の状況

25.4.1
現　在

派遣等採用者数退職者数
24.4.1
現　在

95人1人9人7人94人

（注） 職員数には、非常勤職員を含みません。

�部門別職員数の推移　　　  （25年4月1日現在）

対前年
増減数

職　員　数
区　　分

H25H24

2人74人72人一 般 行 政

△1人9人10人特別行政（教育）

0人12人12人公 営 企 業 等

1人95人94人計

�一般（行政）職級別職員数の状況 （25年4月1日現在）

計

6　級5　級4　級3　級2　級1　級区　分

参　事副参事
課長・局長

課長補佐・主幹
係長・副主幹

主査
主　事書記・主事補

標準的な
職務内容

94人3人1人13人45人14人18人職員数

100％3％1％14％48％15％19％構成比

2　職員の給与の状況

�人件費の状況 （平成24年度普通会計決算）

人件費率
（B/A）

人件費
（B）

実質収支
歳出額
（A）

住民基本
台帳人口
（H25.3.31）

％
15.2

万円
85,174

万円
43,595

万円
560,525

人
6,807

（注）人件費には特別職に支給される給与・報酬・職員の退職手
当負担金等が含まれています。

�ラスパイレス指数の状況 （24年4月1日現在）

国
全地方公共
団 体 平 均

全　　国
町村平均

県　　内
町村平均

長野県阿智村

100.0107.0103.3101.9106.3101.3

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合
の地方公務員の給与水準を示す指数です。

　　 （平成25年4月1日現在は未公開）

�職員給与費の状況 （平成25年度一般会計当初予算）

１人当たりの
給与費（B/A）

給　　　与　　　費
職員数（A）

計（B）期末・勤勉手当職員手当給　　料

5,230千円449,776千円104,333千円42,446千円302,997千円86人

（注）職員手当には退職手当を含みません。

�職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（25年4月1日現在）

平均年齢（歳）平均給与月額（円）平均給料月額（円）区　分

40310,218294,855一般行政職

56312,640310,060技能労務職
（注）1、「平均給料月額」とは、4月1日現在における職員の基本給の平均です。
 2、「平均給与月額」とは、給料月額と、毎月支払われる扶養手当、住居手当な

どの諸手当の額を合計したものです。

�初任給の状況 （平成25年度）

一般行政職（円）区　分

140,100高校卒

152,800短大卒

172,200大学卒

（注） 医療職対象職員１名を含みません。
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�期末手当・勤勉手当 （平成25年度）

職務の級等による加算措置
（5～15％）あり

2.60月分期末手当

1.35月分勤勉手当

�退職手当 （25年4月1日現在）

勧奨・定年自己都合区　分

28.7875月分23.03月分勤続20年

38.955月分32.83月分勤続25年

55.86月分46.55月分勤続35年

55.86月分55.86月分最高限度額

定年前早期退職特例措置
2～20％加算

その他の
加算措置

�特別職等の報酬等の状況 （25年4月1日現在）

減額率本来額特例による減給額区　分

－639,000円－村　長

給料 －575,000円－副村長

－499,000円－教育長

5％280,000円266,000円議　長

報酬

5％208,000円197,600円副議長

5％188,000円178,600円常任委員長

5％181,000円171,950円副常任委員長

5％176,000円167,200円議　員

2.95月分期末手当

3　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
�職員の勤務時間と休日

勤務時間一週間の
勤務時間 週休日休憩時間終業始業

土・日曜日12：00～13：0017：158：3038時間45分

�年次有給休暇の状況　　　　　　　（平成24年実績）

消化率
１人当たり
平均使用日数

対　象
職員数

総使用
日　数

総付与
日　数

15.90％6.3日75人470.6日2,985日

4　職員の分限及び懲戒処分の状況

5　職員の服務の状況
　    営利企業等への従事許可の状況　 　該当なし

7　職員の福祉及び利益の保護の状況
�加入団体等

団　体　等区　　分

長 野 県 市 町 村 職 員 共 済 組 合加入保険制度

長 野 県 市 町 村 職 員 互 助 会
福 利 厚 生

阿 智 村 職 員 等 互 助 会

�健康診断等の状況 （平成24年度実績）

人　数健　康　診　断

92人基 本 健 診

62人う ち 、 人 間 ド ッ ク

�公務災害等の認定件数 （平成24年度実績）

災害件数区　　　分

1件公 務 災 害

0件通 勤 災 害

�公平委員会報告事項
　　勤務条件に関する措置要求 要求なし
　　不利益処分に関する不服申し立ての状況 申立なし

6　職員の研修等の状況（平成24年度  実績）
�一般研修

回数内　　　　容

2  回新 規 採 用 職 員 研 修

1  回中 堅 行 政 職 員 研 修

1  回係 長 職 員 研 修

�特別研修

回数内　　　　容
1  回法 制 執 務 研 修

1  回自 治 体 戦 略 セ ミ ナ ー

1  回メ ン タ ル ヘ ル ス 講 習 会

�分限処分　 　該当なし
�懲戒処分　 　該当なし
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　12月3日、清内路公民館において、認知症の人と家

族の会長野県支部代表の関靖さんを講師に迎え、認知

症の学習会を開催しました。

　この学習会は、地区の方から「高齢の方が増えてお

り、地域の中でどう関わったら良いのか、勉強したい」

と言う声があり、開催に至りました。

　当日は、地区内外から、高齢者、介護者、介護経験

者等約30名を超える参加者があり、実際の体験を交え

ての分かりやすいお話に、耳を傾けました。「明るい気

持ちで聞くことができた」「こういう機会がまたあると

いい」などの感想をいただきました。

　今後、各自治会や部落などの集まりで学習会の希望等があれば、講師を派遣しますので、お気軽

にご相談下さい。

　11月21日、保健センターにおいて、岐阜県可児

市の笑いヨガ指導者、村井俊雄さんをお迎えし、「笑

いヨガ」と「介護講演会」を開催しました。

　当日は、村内外から36名の参加があり、心と体

のリフレッシュを図りました。

　前半では、認知症の母親を介護された村井さんの

介護体験をお聞きしました。症状がどんどん進行し

ていくなかで、“母親がする様々な行動はお仕事な

んだ！”という「めでたい勘違い」をしたことで、

認知症の母親に対する考え方が180度変わり、驚く

ほど楽しい毎日が実現できたという体験談に熱心に耳を傾けました。

　後半は、インドの医者とヨガ講師の妻が創案したという、とっても楽しい「笑いの健康体操＝笑いヨガ」を体

験しました。笑うことで、自然に腹式呼吸ができ、新鮮な酸素が脳や体に行き渡り、脳が活性化し、免疫力の向

上にも効果があります。手拍子や掛け声と共に、一瞬で笑いの輪が会場全体に広がりました。「何もかも忘れて笑

う事ができた」「これからの介護に少し楽しみができました」などと嬉しい感想が寄せられました。

　笑いあり、涙ありの楽しいひとときを過ごすことができました。

お問い合わせは　阿智村自立生活支援センター　�45－1140  まで
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村民のみなさんが自主的に行う健康づくりのための運動や学習に対し、支援（補助金を交付）します。

○ 内　　　容　有料の指導者を招いて自主的に行う、健康づくりたのめの運動や学習会の指導料を
　　　　　　　 （１回につき5,000円を限度に、１年度12回まで）実費補助。
○ 対　　　象　健康づくりの事業を行う概ね10人以上の集まり

例えば…地域（部落毎、地区毎、気の合う仲間同士）で体操、エアロビクス、ウォーキングなど、
また部落の常会や村内の事業所で、健康づくりの体操や学習会を行う場合　など。

　　　　　　　 ※ 村・関係団体から補助・助成を受けている団体は対象となりません。
○ お問い合わせ　役場民生課（TEL：43-2220）

「村民健康実態調査」にご協力をお願いします！
　現在、すべての村民のみなさんの、保健行政の指針となる健康増進食育計画を、「乳幼児期」「あちっこ期」
「青年期」「壮年期」「高年期」の5つのライフステージに分かれ、総勢65名のメンバーで策定しています。
　このたび全ライフステージにおける阿智村民の健康実態調査を行います。各機関や地区の役員さんを通し
て、また郵送等でも調査のご依頼をさせていただくことがあるかと思いますが、これからの阿智村の健康づく
り政策の基礎となりますので、何卒ご協力いただきますよう、お願い申し上げます。

������
水中運動教室の参加者を随時募集しています。体力に自信がない方や運動経験の少ない方でも大丈夫です。
◇介護予防教室（昼の教室） 水曜日　午前 10:10－10:50　　　午後 13:30－14:10
 金曜日　午前 10:10－10:50　　　午後 14:15－14:55
◇健康アップ教室（夜の教室） 水曜日　午後 19:45－20:25
 木曜日　午後 20:10－20:50
 金曜日　午後 19:45－20:25
◇個別運動指導 月曜日　午前 11:00－12:00
 木曜日　午前 10:00－12:00　　　午後 18:45－19:45
 金曜日　午後 12:30－14:00
◇子どもの教室は、年度末に募集します。
◇会場　湯ったり～な昼神 プール　（入館料が必要です。村内 大人400円,子ども200円）
◇費用　64歳以下 500円/回　　65歳以上 200円/回
※詳細については、役場民生課にお問い合せください。

��������	
��������������������� !"�#
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進路情況（1月10日 現在）
【四大】愛知工業大（工）　中京大（経）　東海学園大（教育）　中部大（経）　大同大（工）　日本福祉大（健康科学）
　　　  中京学院大（子ども学部）　秀明大（学校教師学部）　愛知学院大（文）　愛知淑徳大（メディア）
【短大】飯田女子短期大（幼児教育 3名・家政 5名）　信州豊南短大（言語コミュニケーション）　平成医療短大（作業療法）
　　　　高山自動車短大（自動車工）　国際短大（国際コミュニケーション 2名）
【専門・各種】上田情報ビジネス（公務員）　埼玉福祉専（社会福祉士）　日本ホテルスクール　など19名
【就職】ＫＯＡ㈱　輝山会記念病院　㈱ナガイ　ホテル弥生　清風苑　土屋電気㈱　など36名

①阿智村教育委員長、村議会議員、神坂学習塾を参観（１２月１８日�）
　小澤専任講師の指導による１年生の英語の授業を参観していただいた後、会議
室で校長はじめ学習塾運営委員、講師から学習塾の具体的な授業内容や生徒の様
子を説明させていただきました。村議の皆様からいただきました貴重なご意見は、
今後の塾運営に生かさせていただきます。
②第２０回長野県高等学校総合文化祭（１０月１８日�～２０日�）
　飯田文化会館を主会場に飯田市内各文化施設で盛大に行われました。阿智高校
からも原加那子副実行委員長をはじめ８名の実行委員が文化祭の運営にあたりま
した。ボランティア同好会も福祉専門部に参加し、全県の高校生と交流しました。
③第４５回阿智村駅伝大会（１１月１日�）が行われ、阿智高校野球部Ａが総合２位
に、阿智高校陸上部も１１位に輝きました。　区間賞に河村卓弥（阿智高陸上部）、
原知也、仲村敬士（共に阿智高野球部Ａ）の３名が入り、活躍しました。また、
とん汁の炊き出しにも阿智高生がボランティア参加しました。
④そば打ち体験学習（１１月２５日�）２年生がおにひら昼神店に出かけました。
⑤保育実習（１１月２８日�）に３年生があふち保育園に出かけました。

⑥長野県高等学校選抜ソフトテニス大会
（１２月８日�）にソフトテニス部が南信
男子団体３位として県大会に出場しました。

⑦第３３回飯伊地区高等学校美術・書道展（１２月７・８日�・�）
　が飯田市公民館で開かれ、作品を出展しました。

①

②

③ ④ ⑤

⑥ ⑦
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年　金太郎

　

満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館
が
昨
年
春
開
館
し
て
以
来
、

多
く
の
方
々
が
見
学
に
訪
れ
て
い
ま
す
。
記
念
館
建

設
に
当
た
っ
て
阿
智
村
が
用
地
の
提
供
を
お
こ
な
い

ま
し
た
が
、
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
感
謝
の
言
葉
を
聞
き
ま
す
。
村
を
あ
げ
て
満
州
へ
村
民
を
送
り
出
し
こ
と
を
考
え

る
と
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
皆
さ
ん
の
鎮
魂
の
意
と
し
て
も
当
然
の
こ
と
を
し
た
と
い

う
思
い
で
す
。

　

昨
年
は
特
定
秘
密
保
護
法
の
制
定
を
め
ぐ
っ
て
国
論
が
大
き
く
分
か
れ
ま
し
た
。

今
、
戦
争
と
平
和
の
問
題
を
真
剣
に
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
処
に
、
私
達
は
立
た

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館
で
発
信
し
て
い
る
も
の
に
二
つ

の
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
大
き
な
犠
牲
を
は
ら
っ
た
開
拓
民
は
一
つ
は
国
策
に
よ
っ
て

犠
牲
に
な
っ
た
被
害
者
と
い
う
面
と
、
も
う
一
つ
は
開
拓
に
よ
っ
て
中
国
の
人
々
の

土
地
や
暮
ら
し
を
奪
っ
た
面
が
あ
り
、
加
害
者
と
し
て
の
面
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

戦
争
は
、
私
達
が
意
識
す
る
か
し
な
い
か
の
別
な
く
、
誰
で
も
が
加
害
者
に
な
る

こ
と
で
す
。
年
の
は
じ
め
に
あ
た
り
平
和
を
願
う
と
共
に
、
戦
争
を
し
な
い
国
を
め

ざ
し
て
憲
法
の
意
味
を
改
め
て
考
え
て
み
た
い
も
の
で
す
。　
　
 　
　
　
　
　
　
（
一
）
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